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スポーツ課 角之上主幹

（採用２４年目）

略歴

平成１３年 ４月 保護第二課 採用

平成１６年 ４月 市民文化部市民課

平成１９年 ４月 市民参画推進課

平成２１年 ４月 地方公共団体金融機構派遣

平成２３年 ４月 財政課

平成２６年 ４月 総務課

平成２９年 ４月 産業創出課

令和 ３年 ４月 地域福祉課

令和 ６年 ４月 スポーツ課
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プロサッカー応援の一コマ



現在の仕事内容

・マラソン等イベントの実施 例：鹿児島マラソン2025、ランニング桜島の準備

・国際スポーツキャンプの誘致等 例：ラグビー南アフリカ代表の受入

・プロスポーツの活動支援 例：サッカー・鹿児島ユナイテッドFC

バスケットボール・鹿児島レブナイズ への支援

・スポーツツーリズム等企画立案 例：桜島でのサイクルレース支援

ある日のスケジュール
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８：３０ ０９：００ １０：３０ １２：００ １５：００ １７：１５

スケジュール
確認、メール
チェック、決
裁資料の確認

イベントの
課内打ち合
わせ

昼食 プロスポー
ツチームの
市長表敬
対応

退庁地元テレビ
局を訪問、
イベントの
開催協力を
依頼

お仕事について



様々な部署を経験して得たもの

・市民の皆さんに「理解・納得」をいただく大切さ
（市民課戸籍窓口、総務課法制係での行政不服申立て対応など）

・市の業務を根拠や数字から理解する思考と仕事の進め方
（地方金融機構派遣、財政課や総務課での勤務）

・本当に困っている市民の方に寄り添う姿勢
（生活保護のケースワーカー、地域福祉課での勤務）
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スポーツ課事務室



仕事のやりがいや魅力について

・「まち」を皆さんが、より住みやすくなるために貢献できること

・民間では難しく「公でなければ」できないこと、「公だからこそ」できることに

取組み、市民のお役に立てた実感を得られるのは、市職員ならではの経験、魅力

だと思います。

＜わたしの実例＞
①民間には難しい補助制度や人材確保策を整備し、企業誘致に成功！（産業創出課）
②多くの関係先と数年かけて協議・調整し、障害のある子どもやご家族が安心して
過ごせる「福祉子ども避難所」を新たに設置（地域福祉課）

・自分が取組みたい、あるいは能力向上を図りたい分野があれば、専門研修や派遣

/出向などの機会もあります。
＜わたしの実例＞
①社会人向け大学院（地域政策科学分野）の研修支援（市民課・勤務時間外と休日）
②「法令実務」の全国研修の受講（総務課）
③地方公共団体金融機構（東京）への派遣「財務分析」「経営分析」のOJT（人事課付）

・一方で災害対応の際は、避難所開設など家族より市民の安全を最優先に勤務する仕事も
あります。
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首都圏展示会での企業誘致PR



管理職としてのやりがいについて

・ひと言でいうと、監督・コーチとしての充実感だと思います。

・担当者の間は、与えられた自分の業務をひたすら頑張る！ですが、

管理職は複数の担当者（スポーツ課は9名）それぞれの仕事の進捗を把握し、

適時適切に指示や助言を行い、

係として、チームとしての目標達成や成果を出すことが求められます。

自分ひとりでは難しいこともチームであれば達成できますし、

その充実感は、ひとりの仕事より大きいと日々実感しています。

・これまでも新規採用者を含めた比較的若いチームで仕事をしましたが、

若手職員がやる気を持って仕事に取組み、ひとりひとりが成長し、

チームとしての成果が出ているのを実感するのはとてもうれしいことです。
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市長招待サッカー試合の対応



働くうえで心掛けていること

・相手の立場に立って考える、行動する
例）市民の方は、何を知りたいのか、どんな説明なら

分かりやすいか
同僚や上司はどんな資料を作れば見やすく、
分かりやすいか

・何事も「いいかげん」で取組む

もちろん、適当でよい、の意味ではなくて、厳しすぎず、追い込みすぎず、程よい加減で

取組むという意識です。

・やるだけやったら、最後は「なんとかなる」と考える

行事やイベントなど、いくら準備を重ねても、天候はどうにもなりませんし、予想外の

アクシデントは起こるもの。心配し過ぎるより、これまでの準備やメンバーを信じて

「なんとかなる！！」
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スポーツチーム市長表敬の対応



仕事とプライベートの両立
プライベートの過ごし方
・子どもと遊んだり、部活のサポートをしています。

子どもの小学生時代はおやじの会やPTA活動で地域行事（団地まつり、

釣り堀大会、灯ろうづくりなど）を通じて子どもたちと遊んでいました。

・歴史や鉄道関係の読書、家族で美味いもの巡りもします。

基本的に仕事のことは考えないようにしています。

仕事とプライベートの両立で工夫していること

・時には、仕事0％・プライベート100％、

逆に仕事100％・プライベート0％の日があってよいと

思います。

月あるいは年単位でバランスが取れていればOK！

と考えて、ライフもワークも自分でマネジメントする

意識でいます。 8



市役所職員を目指している方にひとこと！
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◆どの職場も自分の頑張りが、市民の
皆さんの日々の幸せ、笑顔につながる、

やりがいのある仕事だと思います！

◆鹿児島市は気候も温暖、人も温か、桜島の眺
めなど素晴らしい景観。食べ物も本当に美味し

いです。もし公務員を考えているなら、
ぜひ鹿児島市でいっしょに働きませんか？

やる気のある皆さんと働けるのが
本当に楽しみです！！


